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一
番
身
近
な
応
援
団Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長 　
　

星 

野 

康 

明

　

保
護
者
の
皆
様
日
頃
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
会
長
の
星
野

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
会
長
な
ん
て

立
派
な
肩
書
き
は
付
い
て
い
ま
す
が
皆
様
と
同
じ

一
保
護
者
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
長
農
の
生
徒
全

員
が
安
心
し
て
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
更
で
す
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
っ
て
何
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
自
分
の
子
ど
も
の
為
に
何

か
で
き
る
事
は
な
い
か
、
と
思
う
保
護
者
と
先
生

の
集
ま
り
で
す
。
学
生
の
本
分
で
あ
る
勉
学
に
励

む
に
は
本
人
の
意
欲
は
勿
論
で
す
が
保
護
者
で
あ

る
私
達
の
支
え
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
生
徒
達
の

輝
か
し
い
未
来
の
為
私
達
が
で
き
る
事
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
は
生
き
る
た
め
の
食
料
生
産
・
日
々
の
生

活
に
彩
り
を
与
え
る
お
花
の
栽
培
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
天
候
に
左
右
さ
れ
収
量
が
不
安

な
面
も
有
り
農
業
従
事
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
作
る
だ
け
で
な
く
売
る
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
例
で

す
が
新
潟
県
内
の
各
Ｊ
Ａ
は
市
場
へ
の
卸
売
以
外

に
も
直
売
所
経
営
を
進
め
て
お
り
、
週
末
と
も
な

れ
ば
店
内
は
人
で
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
盛
況
で
す
。

生
産
者
と
消
費
者
の
間
で
好
循
環
が
生
ま
れ
農
業

従
事
者
が
増
え
て
い
く
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
高
校
三
年
間
生
徒
達
は
ま
だ
気

づ
い
て
い
ま
せ
ん
が
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。
楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
な
く
大

変
な
日
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
た
生
徒
の
為
に
私
達
保
護
者
と
学
校
・
先
生

方
共
に
手
を
取
り
合
い
、
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

長
岡
農
業
と
書
い
て
、

　
　
　
　
命
を
学
ぶ
と
読
む

校 

長　
　
　
　
　

鈴 

木 

春 

樹

　

保
護
者
の
皆
様
、
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
体
育
祭
、
前
期
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

に
は
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
校
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
社
会
的
役
割
）

は
「
地
域
の
農
業
高
校
と
し
て
地
域
発
展
の
視
野

に
立
ち
、
行
動
で
き
る
資
質
を
涵
養
す
る
学
校
」

で
す
。
長
岡
農
業
は
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
と
密
接

に
連
携
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
摂
田
屋
地
区
と
の
連
携
は
、
地
域
と
学
校
が

連
携
し
た
成
功
例
と
し
て
、
県
内
だ
け
で
は
な
く

県
外
か
ら
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
長
岡
農
業
で
は
「
命
を
見
つ
め
、
命
に

学
ぼ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
生
徒
た
ち
は

日
々
、
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。
五
月
二
十
日
㈬

に
校
内
意
見
発
表
会
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ス
の
代
表

が
壇
上
で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
と
て
も
、
素
晴

ら
し
く
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
意
見
発
表
会
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
一
人
の
生
徒
が
述
べ
た
こ
と
が
非
常

に
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

「
豚
の
飼
育
を
し
て
い
た
が
、
お
別
れ
と
な
っ
た
。

悲
し
か
っ
た
。
教
室
に
戻
り
、
昼
休
み
に
弁
当
を

見
る
と
お
か
ず
が
豚
肉
だ
っ
た
。
自
分
は
命
を
い

た
だ
い
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。」

と
い
う
内
容
で
し
た
。
私
は
そ
の
生
徒
の
発
表
を

聞
い
て
、
長
岡
農
業
の
教
育
力
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
ど
こ
の
高
校
で
も
、
命
の
大
切
さ
は
教
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
実
体
験
に
よ
り
、
命
に
つ
い

て
深
く
考
え
た
経
験
が
あ
る
生
徒
が
ど
れ
だ
け
い

る
で
し
ょ
う
か
。
長
岡
農
業
は
お
金
で
は
買
え
な

い
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
、
世
界
は
急
激
な
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
五
年
前

と
現
在
を
比
べ
た
時
に
、
そ
の
急
激
な
進
化
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
逆
に
五
年
後
の
未
来
を
予
測
す
る

こ
と
が
極
め
て
難
し
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
Ａ

Ｉ
の
発
達
も
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
間
が
や
っ
て
き
た
仕
事
を
Ａ
Ｉ
が
代
わ
り

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
就
き
た
い
職

業
が
こ
の
先
も
続
い
て
い
く
か
、
生
徒
た
ち
は
将

来
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
く
の
も
当
然

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
と

い
う
生
命
体
の
中
に
、
あ
ら
ゆ
る
命
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
Ａ
Ｉ
に
は
な
い
、
目
に
見
え
な
い
力
が
存

在
し
ま
す
。
人
や
動
物
、植
物
を
思
い
や
る
気
持
ち
、

古
よ
り
引
き
継
い
で
き
た
魂
で
す
。
本
校
は
、
そ

ん
な
目
に
は
見
え
な
い
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。
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最高の黒軍
黒軍団長　星野　煌空

　体育祭を通して皆と協力する大切さを改めて学
びました。ミスをしてしまった時も、副団長や応
援リーダー達、黒軍の皆がついてきてくれて、協

力してくれたおかげで、
最高の体育祭にすること
ができました。黒軍の皆
さん本当にありがとうご
ざいました。

感　謝
青軍団長　川井　柊眞

　体育祭お疲れ様でした！私は今回の体育祭で、
軍をまとめることが一番大変だったなと感じまし
た。思ったように進められず難しかったです。運
営を支えてくれた先生方
や見に来てくれた保護者
の方々、全力で楽しんだ
生徒の皆さん本当にあり
がとうございました。最
高の思い出になりました。

Ｗe can fly！
緑軍団長　西坂　穂香

　今年の体育祭、本当に最高でした！！思いどお
りにいかず、皆にどう伝えたらいいのかたくさん
悩みました。ですが、リーダーをはじめ、緑軍の
皆さんが支えついてきてくれたことに感謝でいっ

ぱいです。優勝はできな
かったですが、「innocent」
のテーマのもと、緑軍ら
しさ全開で挑めたと思い
ます。緑軍ありがとう！！

ありがとう
紫軍団長　高橋　沙衣

　最高な思い出をありがとうございました！ 紫軍の
みんなは学年男女問わず仲が良く、団結力を感じら
れる素敵なメンバーでした。うまくいかないことも
あったけど、頼りない私に最後まで協力してくれた
みんなに感謝でしかないで
す。みんなのキラキラ可愛
い笑顔を見られて幸せです！
だいすきだよ♡
 



北信越地区高等学校
ＰＴＡ連合会研究大会

PTA
前期研修
6月26日

長岡崇徳大学
朝日酒造株式会社
さつまいも農cafeきらら（昼食）
株式会社マルシャン工場

3年Ｐ　
　普段見ることのない学校や施設の見学
は、とても良い経験でした。長岡崇徳大
学では、優れた設備で看護の実際を体験
しながら学べることにより、学習意欲も
出てくると感じました。
　朝日酒造では歴史を知り、マルシャン
では見学と共に専門の職人の想いを知る
ことができました。普段見ることができ
ない裏側を知り、１つ１つの物のありが
たさや作り手の考えを知ることができ、
良い体験ができました。 

　７月９、10日に石川県で開催された北信越地区大会に三役４人で
参加してきました。パイプオルガンの演奏から始まり、各学校での
PTA活動の取り組みの内容や実践の講演を聞き、私達の学校でもで
きないものか、多くのことを学ばせていただきました。

2年Ｐ　
　研修先の大学、企業さんは共に地
元にありながらも漠然とした認識し
かなかったので、今回じっくりお話
を聞いたり施設見学したりできたこ
とは、とても貴重な体験でした。子
ども達にも見せてあげたいと強く思
う内容でした。
　きららさんで美味しい昼食を頂き、
みなさんと情報交換もできてとても
有意義な１日となりました。また来
年も参加したいです。
　ありがとうございました。

１年Ｐ　
　長岡崇徳大学は施設が新しく充実しており、専門学校
とは違い基礎をしっかり学べ、保健師と養護教諭の道も
あるということを知りました。また、看護師を目指すに
はとても良い大学だと思いました。朝日酒造は地域貢献
がすばらしいなと思いました。きららではとてもおいし
いランチを頂けて大満足でした。マルシャンでは食品製
造現場の徹底した管理を体験し、すごいなぁと思いまし
た。帰って子どもに伝えました。
　参加して良かったです。ありがとうございました。

行先

参加
しました



　７月31日新発田農業高等学校を会場に農業鑑定競技県大会が県内の農業、総合高
校の選手が出場し開催されました。本校からも47名の生徒が出場し、分野作物で３
年１組 松井香理さん、分野畜産で３年１組 山本望結さんが最優秀賞、分野作物で６名、
分野野菜で４名が優秀賞を受賞しました。

　８月18日、19日に令和８年度日本農業クラブ北信
越ブロック大会が富山県で開催されました。本校から
は意見発表会分野Ⅲ類（資源活用・地域振興）に『守
りたい。日本酒文化～酒が飲めない「今の期間」にこ
そ価値がある～』で２年４組 菊地篤仁さんが優秀賞
を受賞しました。他校や他県の農業高校の感じている
こと、今後取り組みたいことをたくさん聞けるよい機
会となりました

農 業 ク ラ ブ 大
  会 　６月23日に令和８年度日本農業クラブ意見発表県大会が長岡市立劇場で開催され

ました。本校からは３名出場し、分野Ⅲ類（資源活用・地域振興）に『守りたい。日
本酒文化～酒が飲めない「今の期間」にこそ価値がある～』で２年４組 菊地篤仁さ
んが最優秀賞、分野Ⅰ類（農業生産・農業経営）に『いちご狩りから見えたこれから
の農業デザイン～「モノ」から「コト」への価値転換～』で３年３組 関茂結生さん
が優秀賞を受賞しました。

実習風景実習風景
春春からから秋秋にかけてのにかけての

初めての経験づくし
３年１組　松井　香理

　三年目で初めて県大会に出場がで
きて嬉しかったです。校内審査より
さらに内容の理解を深め、最優秀賞
という結果を残すことができました。
全国には行けなかったけど良い経験
でした。

手探りの勉強
３年１組　山本　望結

　勉強法が手探りで難しい部分もあ
り、鑑定終了後もあまり手応えを感
じなかったので、結果を知ったとき
は驚きました。日頃の学習が結果と
なり、全国大会のモチベーションに
なりました。

私の意見を多くの人に
２年４組　菊地　篤仁

　私は会場にいる人に「私の意見を聞け！」とい
う強い気持ちで大会に臨みました。練習は、読む
速度や質問の受け答えに加えて、感情を乗せて読
むことを重点的に行いました。当日は、私の気持
ちと共に伝えたいことが
伝えられ、満足のいく大
会になりました。来年リ
ベンジできるようがんば
ります。

北信越大会
優秀賞 県大会

最優秀賞
県大会

最優秀賞

意見発表県大会意見発表県大会

北信越ブロック大会北信越ブロック大会

農業鑑定競技県大会農業鑑定競技県大会



各各ココーースス のの 取取りり組組みみ農

　動物科学コースでは、３年生は専攻別にそれぞれのテー
マに沿って課題研究に取り組んでいます。２年生はウシ、
ブタ、ニワトリをローテーションで学習しています。毎
日の管理作業をしっかりとこなし、家畜の観察を怠るこ
となく、愛情を持って接しています。家畜に常に感謝し
て実習を行っています。

　生活デザインコースの３
年生課題研究では、野菜を
栽培し、収穫後それを利用
したオリジナルレシピの作
成、栽培した草花・ハーブ
を利用したクラフト作りな
どを行っています。２年生
は各種野菜や草花の栽培と利用、
コケ玉、ドライフラワー、リース
制作などを行っています。また、
２・３年生ともに家庭科食物調理
技術検定に取り組みました。

　地域デザインコース
で は、２年 生 は 造 園・
挿し木・剪定を中心に学
習して専門知識を身に付
け、３年生では課題研究
に取り組みます。今年度
は、校内の模型作り、ア
トリウム製作、中庭管理、
グリーンカーテン、新庭園リメイク、
雑草対策の研究など、環境に関する様々
な取り組みを行っています。

　栄養化学コースでは食品の成分分析や食品に関わる微
生物について実験と実習を通して学び、将来の進路実現
を目指しています。今年度の課題研究では機能性エリン
ギの開発やフルーツの発酵調味料、機能性ゴボウ飲料の
開発、生分解性プラスチックの研究、野菜のビタミンを
利用した機能性食品開発などに取り組んでいます。

地域デザインコース地域デザインコース 栄養化学コース栄養化学コース

動物科学コース動物科学コース 生活デザインコース生活デザインコース
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部
活
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各
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結
果
報
告

野　

球　

部

⁃�

第
154
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
新
潟

県
大
会�
（
4
／
25
）
長
岡
市
悠
久
山
野
球
場

　

1
回
戦

　
　

6
校
連
合　

1

−

9　

三
条

⁃�

第
108
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
新
潟

大
会�

（
7
／
11
）
長
岡
市
悠
久
山
野
球
場

　

2
回
戦

　
　

長
農
正
栃　

0

−

10　

新
潟
西

⁃�

第
155
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
新
潟

県
大
会�

（
9
／
6
）
長
岡
市
悠
久
山
野
球
場

　

1
回
戦

　
　

6
校
連
合　

2

−

12　

小
千
谷

陸
上
競
技
部

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区

体
育
大
会
上
越
・
中
越
地
区
陸
上
競
技
大
会

�

（
5
／
7
〜
9
）
高
田
城
址
公
園
陸
上
競
技
場

　

男
子
800
ｍ�

高
橋　

敬
太

�

　

※
県
総
体
出
場　

　

男
子
400
ｍ
Ｈ�

磯
部　

莉
玖

�

　

※
県
総
体
出
場　

　

男
子
4
×
100
ｍ
Ｒ

�

（
大
塚
・
平
瀬
・
清
原
・
磯
部
）

�

　

※
県
総
体
出
場　

　

男
子
4
×
400
ｍ
Ｒ

�

（
磯
部
・
高
橋
・
板
垣
・
清
原
）

�

　

※
県
総
体
出
場　

　

女
子
100
ｍ
Ｈ�

坂
詰　

那
月

�

　

※
県
総
体
出
場　

　

女
子
400
ｍ
Ｈ�

坂
詰　

那
月

�

　

※
県
総
体
出
場　

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
新
潟
県
予
選
会
陸
上
競
技
大
会　

�

（
5
／
26
〜
29
）
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　

男
子
800
ｍ�

出
場　

高
橋　

敬
太

　

男
子
400
ｍ
Ｈ�

出
場　

磯
部　

莉
玖

　

男
子
4
×
100
ｍ
Ｒ　

出
場

�

（
大
塚
・
平
瀬
・
清
原
・
磯
部
）

　

男
子
4
×
400
ｍ
Ｒ　

出
場

�

（
磯
部
・
高
橋
・
板
垣
・
清
原
）

　

女
子
100
ｍ
Ｈ�

出
場　

坂
詰　

那
月

　

女
子
400
ｍ
Ｈ�

出
場　

坂
詰　

那
月

⁃�

第
52
回
新
潟
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
一
年

生
大
会�

（
7
／
4
）
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場

　

男
子
や
り
投�

8
位　

渡
貫　

悠
真

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区

体
育
大
会
上
越
・
中
越
地
区
陸
上
競
技
大
会

�

（
9
／
4
〜
5
）
高
田
城
址
公
園
陸
上
競
技
場

　

男
子
400
ｍ�

磯
部　

莉
玖

�

※
県
選
抜
大
会
出
場　

　

男
子
400
ｍ
Ｈ�

磯
部　

莉
玖

�

※
県
選
抜
大
会
出
場　

　

男
子
や
り
投�

渡
貫　

悠
真

�

※
県
選
抜
大
会
出
場　

　

女
子
200
ｍ�

勝
沼　

柚
葉

�

※
県
選
抜
大
会
出
場　

⁃�

第
56
回
新
潟
県
高
等
学
校
選
抜
陸
上
競
技

大
会�

（
9
／
19
〜
20
）
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場

　

男
子
400
ｍ�

出
場　

磯
部　

莉
玖

　

男
子
400
ｍ
Ｈ�

9
位　

磯
部　

莉
玖

　

男
子
や
り
投�

13
位　

渡
貫　

悠
真

　

女
子
200
ｍ�

　

出
場　

勝
沼　

柚
葉

卓　

球　

部

⁃�

春
季
中
越
地
区
大
会�（
4
／
30
〜
5
／
1
）
長
岡
市
市
民
体
育
館

〈
男
子
〉

　

学
校
対
抗
戦　

1
回
戦
敗
退

　
　

対　

十
日
町　

0

−

3　

負

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

1
回
戦
敗
退

　
　
　

2
年　

碓
井
、
小
林（
颯
）、

　
　
　
　
　
　

小
松
、
高
橋（
寛
）、

　
　
　
　
　
　

諸
橋
、
渡
邉

　

2
回
戦
敗
退

　
　
　

2
年　

高
橋（
輝
）

　
　
　

1
年　

大
矢
、
小
林（
有
）

⁃�

新
潟
県
総
合
体
育
大
会�（
5
／
20
〜
22
）
長
岡
市
市
民
体
育
館

　

ダ
ブ
ル
ス

　

2
回
戦
敗
退

　
　
　

2
年　

高
橋（
輝
）・
小
林（
颯
）

⁃
新
潟
県
高
等
学
校
1
年
生
卓
球
大
会　
　
　

�

（
8
／
3
）
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

３
回
戦
敗
退

　
　
　

1
年　

大
矢
琥
太
郎

⁃�

新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
大
会　
　

 　

�

（
9
／
26
）
新
潟
市
白
根
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

1
回
戦
敗
退

　
　
　

2
年　

高
橋（
輝
）、小
林（
颯
）、

　
　
　
　
　
　

諸
橋

〈
女
子
〉

⁃�

春
季
中
越
地
区
大
会�（
4
／
30
〜
5
／
1
）
長
岡
市
市
民
体
育
館

　

学
校
対
抗
戦　

第
7
位

�

※
県
大
会
出
場　

　

対　

十
日
町　

2

−

3　

負

�

　
（
2
回
戦
〈
シ
ー
ド
〉）

　

対　

小
千
谷　

2

−
3　

負

�

　
（
順
位
決
定
1
回
戦
）

　

対　

三
条
東　

3
−

1　

勝

�

　
（
順
位
決
定
2
回
戦
）

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
32�

※
県
大
会
出
場　

�

3
年　

金
子　

奈
々

　

�

2
年　

布
施　

柚
果

�

河
内　

結
月

　

ベ
ス
ト
40�

※
県
大
会
出
場　

�

3
年　

小
林　

花
音

　

ベ
ス
ト
40　

順
位
決
定
戦
敗
退

�

　

3
年　

刈
谷　

沙
耶

　

1
回
戦
敗
退�

2
年　

結
城　

心
陽

⁃�

新
潟
県
総
合
体
育
大
会�（
5
／
20
〜
22
）
長
岡
市
市
民
体
育
館

　

学
校
対
抗
戦　

1
回
戦
敗
退

　
　

対　

高
田
北
城　

0

−

3　

負

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

1
回
戦
敗
退�

3
年　

金
子
、
小
林

�

2
年　

布
施
、
河
内

　

ダ
ブ
ル
ス

　

1
回
戦
敗
退�

3
年　

刈
谷
・
小
林

�

2
年　

布
施
・
河
内

⁃�

新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
大
会　 　
　

�

（
9
／
26
）
新
潟
市
白
根
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

1
回
戦
敗
退　

2
年　

河
内
、
結
城

　

2
回
戦
敗
退　

2
年　

布
施

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

⁃
春
季
中
越
上
越
地
区
大
会�

（
4
／
23
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

１
回
戦　

長
岡
農
業 

０

−

２ 

帝
京
長
岡

⁃
県
総
体�

（
6
／
5
）
長
岡
市
み
し
ま
体
育
館

　

１
回
戦　

長
岡
農
業 

１

−

２ 

佐
渡
総
合

⁃
全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）１
次
ラ
ウ
ン
ド

�

（
9
／
20
）
北
越
高
校
体
育
館

　

１
回
戦　

長
岡
農
業 

１

−

２ 

五
泉

〈
女
子
〉

⁃�

春
季
中
越
上
越
地
区
大
会�（
4
／
24
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

1
回
戦　

長
岡
農
業 

0

−

2 

中
越

⁃
県
総
体�

（
5
／
30
）
長
岡
農
業
高
校
体
育
館

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

0

−

2 

村
上
桜
ヶ
丘

⁃�

全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）1
次
ラ
ウ
ン
ド

�

（
9
／
19
）
新
潟
第
一
高
校
体
育
館

　

1
回
戦　

長
岡
農
業 

0

−

2 

日
本
文
理

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
新
潟
県
予
選
会 

兼 

第
65
回
北
信
越
高

等
学
校
体
育
大
会
新
潟
県
予
選
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
会�
（
6
／
4
）
聖
籠
町
総
合
体
育
館

　

長
岡
農
業 

39

−

91 
糸
魚
川

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

２
０
０
6 

第
79
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
新
潟
県
予
選
会　
　

�

（
9
／
5
）
長
岡
市
市
民
体
育
館

　

�

長
岡
農
業 

43

−

69 

柏
崎
工
業
・
柏

崎
翔
洋
中
等（
合
同
チ
ー
ム
）

〈
女
子
〉

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区

体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会�

（
4
／
24
）
小
千
谷
市
総
合
体
育
館

　

1
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

23

−

77 

長
岡
商
業

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

〈
男
子
〉

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区

体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

�

（
4
／
30
〜
5
／
1
）
三
条
市
体
育
文
化
会
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

5
名
出
場

�

4
回
戦
進
出　

土
田　

翔
大

　

ダ
ブ
ル
ス　

5
ペ
ア
出
場

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
第
1
回
国
ス
ポ
候
補
選
手
選

考
会〈
少
年
の
部
〉�（
5
／
28
）
阿
賀
野
市
笹
神
体
育
館

　

学
校
対
抗
戦

　

2
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

2

−

3 

新
潟
青
陵

⁃�

第
42
回
新
潟
県
高
等
学
校
１･

２
年
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

兼 

第
45
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
予
選
会�

（
7
／
29
〜
30
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

2
名
出
場

　

ダ
ブ
ル
ス　

2
ペ
ア
出
場

⁃�

令
和
8
年
度
秋
季
中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
予
選
会�

（
8
／
20
〜
21
）
長
岡
市
北
部
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

3
名
出
場

�

5
回
戦
進
出　

山
田　

龍
謙

　

ダ
ブ
ル
ス　

3
ペ
ア
出
場

〈
女
子
〉

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区

体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

�

（
4
／
30
〜
5
／
1
）
燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス　

5
名
出
場

�

6
位　

田
中　

優
朱

�

※
県
大
会
出
場　

�

4
回
戦
進
出　

佐
藤　

結
泉

　

ダ
ブ
ル
ス　

4
ペ
ア
出
場

�

準
優
勝　

佐
藤　

結
泉
・

�

田
中　

優
朱

�

※
県
大
会
出
場　

�

4
回
戦
進
出　

小
熊　

七
生
・

�

大
谷
内
未
羽

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会 

兼 

令

和
8
年
度
第
1
回
国
ス
ポ
候
補
選
手
選
考

会〈
少
年
の
部
〉�

（
6
／
5
）
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　

学
校
対
抗
戦

　

2
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

3

−

2 

新
潟
商
業

　

3
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

0

−

3 

新
潟
南

�

　

※
県
ベ
ス
ト
16　

　

個
人
対
抗
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

�
出
場　

佐
藤　

結
泉
・
田
中
優
朱

　

シ
ン
グ
ル
ス�

出
場　

田
中
優
朱

⁃�

第
42
回
新
潟
県
高
等
学
校
１･

２
年
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

兼 

第
45
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
予
選
会�
（
7
／
29
〜
30
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

3
名
出
場

　

ダ
ブ
ル
ス　

3
ペ
ア
出
場

⁃�

令
和
8
年
度
秋
季
中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
予
選
会�

（
8
／
20
〜
21
）
長
岡
市
北
部
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

4
名
出
場

�

準
優
勝　

田
中　

優
朱

　

ダ
ブ
ル
ス　

3
ペ
ア
出
場

�

4
回
戦
進
出　

福
木　

瑞
彩
・

�

畑　

ひ
よ
り

�

田
中　

優
朱
・

�

大
谷
内
未
羽

山　

岳　

部

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区

体
育
大
会
中
越
・
上
越
地
区
登
山
大
会

　

開
催
地　

粟
ヶ
岳
（
三
条
市
）

　

結
果
等　

�

男
子
12
名　

女
子
10
名
出
場

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
新
潟
県
予
選
会
登
山
大
会

　

開
催
地　

五
頭
山
（
阿
賀
野
市
）

　

結
果
等　

�

男
子
4
名　

女
子
4
名
出
場

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区

体
育
大
会
全
県
登
山
大
会

　

開
催
地　

火
打
山
（
妙
高
市
）

　

結
果
等　

�

男
子
8
名　

女
子
9
名
出
場

新　

聞　

部

⁃�

第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

新
聞

部
門�

（
7
／
28
〜
30
）
秋
田
県
潟
上
市（
潟
上
市
市
民
セ
ン

タ
ー
か
た
り
あ
ん
、
天
王
館
）

　

出
場
（
3
名
）

⁃�

第
30
回
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
賞

�（
7
／
29
）
秋
田
県
潟
上
市（
潟
上
市
市
民
セ
ン
タ
ー
か
た
り
あ
ん
）

　

優
良
賞

音　

楽　

部

⁃�

第
67
回
新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
　

�

（
7
／
26
）
上
越
文
化
会
館

　

銅
賞

写　

真　

部

⁃�

新
潟
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催 

写
真

専
門
部 

第
30
回
撮
影
大
会�

（
5
／
29
〜
30
）
新
潟

市
万
代
島
多
目
的
広
場
→
新
潟
市
内
で
撮
影
／
巻
文
化
会
館

　

奨
励
賞　
「
風
の
い
た
ず
ら
」

�

　

3
年　

五
十
嵐
さ
く
ら

�

入
選　

3
年　

竹
沢　
　

南

�

　

1
年　

山
井　

咲
良

空　

手　

道

⁃�

令
和
8
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区

体
育
大
会
中
越
・
上
越
地
区
空
手
道
大
会

�

（
5
／
5
）
上
越
市
清
里
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

男
子
個
人
形�

優
勝　

高
山　

晴

⁃�

第
79
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

兼 

令
和
8
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
新
潟
県
予
選
会
空
手
道
大
会　
　

�

（
5
／
30
〜
31
）
謙
信
公
武
道
館
（
新
潟
県
立
武
道
館
）

　

男
子
個
人
形�

第
5
位　

高
山　

晴

農

業

ク

ラ

ブ

各
種
大
会
入
賞
者

⁃
第
76
回
意
見
発
表
会�

（
6
／
23
）
長
岡
市
立
劇
場

　

分
野
Ⅲ
類
（
資
源
活
用
・
地
域
振
興
）

�

最
優
秀
賞　

2
年　

菊
地　

篤
仁

　
　

守
り
た
い
。
日
本
酒
文
化

　
　
　

�

～
酒
が
飲
め
な
い
「
今
の
期

間
」
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
～

　

分
野
Ⅰ
類
（
農
業
生
産
・
農
業
経
営
）

　

優
秀
賞�

3
年　

関
茂　

結
生

　
　

�

い
ち
ご
狩
り
か
ら
見
え
た
こ
れ

か
ら
の
農
業
デ
ザ
イ
ン

　
　
　

�

〜
「
モ
ノ
」か
ら「
コ
ト
」へ　

　
　
　
　
　

の
価
値
転
換
〜

⁃�

第
76
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会　
　
　
　

�

（
7
／
9
）
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

　

分
野
Ⅱ
類
（
国
土
保
全
・
環
境
創
造
）

　

優
秀
賞

　

3
年　

青
果
生
産
コ
ー
ス

　
　
「�

ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

五
十
嵐
さ
く
ら
・
貝
沼　

珠
衣

�

金
子　

菜
々
・
三
國　
　

楓​​

　

分
野
Ⅲ
類
（
資
源
活
用 

地
域
振
興
）

　

優
秀
賞

　

2
年　

食
品
加
工
コ
ー
ス

　
　
「�

摂
田
屋
の
発
酵
文
化
で
地
域
を

彩
る
長
岡
農
業
高
校
に
よ
る
新

商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

島　
　

愛
來
・
関
矢　

芽
依

�

髙
橋　

優
花​

・
星
野　

杏
美​

�

小
黒　

柑
奈
・
大
野　

莉
子

�

菊
地　

篤
仁　
　
　
　
　
　

​​​​

⁃�

第
76
回
農
業
鑑
定
競
技
会　
　
　
　
　
　

�

（
7
／
31
）
新
発
田
農
業
高
等
学
校

　

分
野
作
物

�

最
優
秀
賞　

3
年　

松
井　

香
理

　

分
野
畜
産

�

　

最
優
秀
賞　

3
年　

山
本　

望
結

　

分
野
作
物

�

　

優
秀
賞　

3
年　

大
平　

風
歌

�

大
塚　

柊
汰

�

山
本　

龍
輝

�

渡
邉　

小
夏

�

2
年　

小
川　

大
翔

�

髙
橋　

輝
向

　

分
野
野
菜

�

　

優
秀
賞　

3
年　

田
中　

美
咲

�

　

野
澤　

梨
那

�

2
年　

髙
橋　

斗
真

�

室
橋　

日
和

　

分
野
草
花�

　

3
年　

佐
藤　
　

歩

�

水
内　

悠
羽

�

山
崎　

玲
奈

�

2
年　

河
内　

結
月

　

分
野
畜
産�

　

3
年　

加
藤　

輝
也

�

髙
野　

椎
馬

�

1
年　

高
橋　
　

彩

　

分
野
食
品�

　

3
年　

原　
　

虹
湖

⁃�

令
和
8
年
度
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

富
山
大
会　
　
　
　
　

�

（
8
／
18
〜
19
）
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　

分
野
Ⅲ
類
（
資
源
活
用
・
地
域
振
興
）

�

優
秀
賞　

2
年　

菊
地　

篤
仁

　
　

守
り
た
い
。
日
本
酒
文
化

　
　
　

�

～
酒
が
飲
め
な
い
「
今
の
期

間
」
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
～

◦編集後記
　「大河信濃120 号」を通して、子ども達
の学校生活や日々の頑張りを改めて知るこ
とができました。高校生活を通しての学び
や体験を重ね、仲間と支え合い成長してい
く姿は、私達保護者にとっても嬉しいもの
です。次号もお楽しみにしていてください。
結びに、誌面づくりにご協力いただきまし
たみなさま、ありがとうございました。
� （広報委員長　高橋　早織）

◦写真提供者　写真かたぎり 様

▼

長岡農業高校HP

▼

長岡農業高校note

◦広報委員〈敬称略〉
　�広報委員長　高橋　早織
　広報副委員長　​大久保亜紀子／小川千佳子
　諸橋　理恵／工藤　舞子／佐藤　千恵／松田　博成
　穴澤美和子／梨本　雅美／小林　　瞳／外川　雅美
　加藤亜沙子／内藤身江子／櫻井　幸枝／今井共茂益
　相田　友香／安澤　裕一


